
 

 

 

 

 

 

～ よりよく変わろうとしている子供たちへエールを ～ 

校長 星野 正義 

 
新年度が始まって、１ヶ月が経とうとしています。毎日、各教室を

回っていますが、子供たちは、希望をもって新しい気持ちで学校生活
を送っている様子がうかがえます。特に通学班の班長は、新１年生を
迎えた４月から登校班のまとめ役として、笑顔で挨拶をしたり、１年
生のペースに合わせて歩いたり、優しく励ましの声をかけたりと、班
長としての自覚を高めている様子を感じ、心からうれしく思います。 
どうか、家庭や地域でも、子供たちの今までにないよさや、頑張る

姿を見つけ、大いに認め、励ましていただきたいと思います。新年度
のこの時期、どの子もよりよく変わろうとしています。どうぞよろし
くお願いします。  

 
一方で、心配もあります。それは、子供たちは新しい学級にもなれ

てきたところですが、この１ヶ月、子供たちの中には「新しいクラス
の先生はどんな先生だろう」「仲のよいお友達と違うクラスになって
寂しい」「新しい友達ができるかな」など、様々な不安を抱えながら
過ごしてきた子もいます。新しいクラスに自分の居場所をつくろう、
見つけようと、緊張しながらも懸命に過ごしてきた子もいます。お友
達にちょっかいを出したり出されたりしながら、関係をつくってい
る子もいます。４月はお子さんにとって、大きな環境の変化があり、
その変化に対応しようとお子さんなりにがんばった１ヶ月でした。
ですので、お子さんによっては疲れを溜めている子もいるかと思い
ます。連休明けは、登校渋りが心配な時期でもあります。休日を利用
して外出する機会が増える御家庭もあるかと思いますが、お子さん
の心身の休養もしっかりととれるようにしてあげてください。 
連休明けの５月７日（木）、子供たちが元気な笑顔で登校してくる

ことを願っています。 
 




